
１ 単元名 明かりをつけよう（第３学年） 

 

２ 研究の視点 

  より妥当な考えをつくりだす。 

 

本時 

で目 

指す 

児童 

像 

 

場面 

 

実験結果を基に、どのようなものが電気を通すのか考える場面 

 

 姿 

実験結果を基に、電気を通す物と通さない物を比較し、どのようなものが電気を

通すのかということについて考察をすることができる。 

手立て 金属は電気を通し、紙やガラスなどは電気を通さないという考えをつくりだすた

めに、より多くの材料を調べ、その結果を比べ、分類・整理することを講じる。 

 

３ 本時の学習指導 

 (1) 目 標 

 〔科学的な思考・表現〕 実験結果を基に、電気を通す物と通さない物を判別し、金属は電気を

通すと考え、自分の考えを表現できる。 

 (2) 前時までの活動 

豆電球に明かりをつけるには、豆電球と乾電池を導線でどのようにつなぐとよいのか調べる。

その結果から、乾電池の＋極、豆電球、乾電池の－極が一つの輪のようにつながっている時に、

豆電球に明かりがつく場合をまとめる。電気の通り道を回路ということをおさえる。また１か所

でも切れていると、明かりがつかないことも確認する。 

 (3) 展 開                                                   研究の手立て 

 

学習活動 

 

・児童の反応と◆教師の支援 

 

○留意点〔  〕評価の観点 

 

時間 

1  前時の学習

を振り返る。 

 

 

 

 

 

2  回路の途中

に導線以外の

物をつないだ

時、明かりの

つき方に違い

があることに

気付く。 

 

 

 

3  問題を見い

だし、予想を

T 今までの授業で分かったことは何ですか。 

・回路を作れば電気が通る。 

・回路のどこかが切れると電気は通らない。 

 

 

 

 

T 回路の途中に、くぎと爪楊枝をつないだら

明かりのつき方はどうなりましたか。 

・爪楊枝はつかない。 

・くぎがついたのは鉄だからかな。 

 

 

 

 

 

 

T 電気を通す物は、どんな物なのだろうか、

考えましょう。 

○前時までに行った実験の

結果を掲示し、回路につい

て振り返ることができる

ようにする。豆電球に明か

りがつく時と、つかない時

について比べられるよう

にする。 

○回路の途中にくぎ、爪楊枝

をつなぎ、豆電球に明かり

がつくか演示する。 

○形の似たものを提示し、物

の形が電気を通すことに

関係ないことをおさえる。 

○明かりがつかないことは、

電気が通っていないこと

だと言うことをつなげる。 

 

○表が書かれた学習シート

を作成し、電気を通すと思

3 
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8 

 



立てる。 

 

 

 

 

 

4  予想で考え

た物を回路の

途中につない

で 実 験 を 行

い、結果を整

理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  どのような

物が電気を通

すといえるの

か話し合い、

発表し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

6  本時のまと

めを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・くぎのようにかたい物は電気を通すのかな。 

・紙は、電気を通さないかもしれない。 

 

T 回路の途中に予想した物をつなぎ、電気を

通す物と通さない物に分けましょう。 

・実験はペアで協力しながら行う。 

・実験が終わったペアは、どんな物が電 

気を通すのかを話し合う。 

◆実験の方法を理解することが難しい児童に

は、付き添いながらやり方を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

T 実験の結果から、どのような物が電気を通

すのでしょうか。 

・かたいものは電気を通すのかもしれない。 

・布や輪ゴムみたいにやわらかい物は電気を

通さないみたいだね。 

・やわらかくてもアルミホイルは電気を通す

よ。鉄と同じように銀色だからかな。 

・銀色の物や光っている物は電気を通すみた

いだね。 

・透明な物は電気を通さないみたい。 

 

 

T 電気を通す物についてまとめましょう。 

 

う物に○、通さないと思う

物には×をつけさせる。 

○調べる物は教師があらか

じめ用意しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コンセントはガムテープ

でふさいでおく。 

 〈安全上の配慮〉 

 

 

 

 

 

○自分の考えを書かせる活

動を先に行ってから、話し

合わせる。 

○実験結果をまとまられる

表を黒板に掲示し、全体で

共有できるようにする。 

〔科学的な思考・表現〕 

実験結果を基に、電気を

通す物と通さない物を判

別し、金属は電気を通すと

考え、自分の考えを表現し

ている。 

○鉄やアルミニウムなどを

金属ということをおさえ

る。 

○金属は電気を通すという

ことをおさえる。 
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電気を通す物にはどんな物があるだろ

うか。 

鉄やアルミニウムなどの金属は電気

を通し、紙、ガラス、プラスチック

などは電気を通さない。 

くぎ、爪楊枝、アルミホイ

ル、紙、はさみ、布、10 円

玉、1 円玉、プラスチック

定規、輪ゴム、ガラス（お

はじき）、スプーン、消し

ゴム、プラスチックキャッ

プ 



４ 指導の実際 

（1）手立てについて 

   写真１は、授業で使用した学習シート

である。これと同じものを拡大し、黒板

に掲示した。 

   まず、実物を見せながら児童に予想を

立てさせた。その際、その物の形や硬さ

などはどうなっているのか、児童と確認

しながら行い、表に予想を記入させた。 

   次に、それぞれの物が電気を通すのか

実験を行い、結果を学習シートに記入さ

せた。 

   最後に、実験の結果を整理し、学習シ

ートの下部にある「電気を通す物は・・

・」というところに、電気を通す物はど

ういうものなのか、児童の考えを書かせ

た。 

   写真２は、児童の考えである。「釘や

アルミホイルなどのてつ、きん（銀色）

などは、豆電球と乾電池を組み合わせて

やると電気がつく」と表現しており、前

時までの回路の学習が生かされていた

り、物の色に着目して考えたりしている

ことがうかがえる。しかし、このように

かけた児童は一部であり、写真３・４の

児童のように、ほとんどの児童は明かり

がついたものを記入するまでになってい

た。 

   学習シートに書かれている材料を調

べ、その結果を表に記入して比べ、分類

・整理していったことで、多くの児童が

「金属は電気を通し、紙やガラスなどは

電気を通さない」という考えに至ってい

た。そのため、今回の手立ては有効であ

ったといえる。しかし、写真４の児童 C

のように、電気を通す物は「鉄」だけと

いう考えになっている児童も見られた。

そのため、予想を立てる段階で、材料に

ついてを児童と一緒に確認し、何ででき

ているのか抑えておくことが必要であっ

た。 

 

 

（行田市立北小学校  田沼 渉） 

写真１：学習シート 

写真２：児童 A の考え 

写真４：児童 C の考え 

写真３：児童 B の考え 


